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・心理カウンセラーなど相談業務の知識経験が豊富な相談員が応答

・相談内容を把握し、対応を判断

相談内容は

教育センターで把握

＊緊急の場合は対応

【関係機関との連携】

・命に関わる相談等緊急の場合は、ただちに連絡・対応依頼

・いじめなど子どもの人権侵害事象は、報告・対応依頼

〈関係機関〉

大阪府教育庁・市町村教育委員会・学校・子ども家庭センター・警察、等

電話・メール・面接相談

（教育センター）

24時間子供

SOSダイヤル

学校・

スクールカウンセラー

紹介・誘導する相談機関（例）

相談員が電話相談などを紹介・誘導

相談者

(児童生徒)

相談員

相談者のアカウントにより

相談履歴を参照できるため、

継続した支援が可能

メッセージ送信

ＰＣで応答


　　ＳＮＳ活用相談体制調査研究事業費
【事業目的】

いじめを含む様々な不安や悩みをもつ子どもが相談しやすい環境を提供し、子どもへの支援の充実を図る。
　
【当初予算額】　　29,496千円　
【事業内容】
平成30年度から実施しているＳＮＳ相談の実績を踏まえ、いじめなど様々な悩みを幅広く受け止めるＬＩＮＥによる相談を継続実施する。また、通年で相談体制を整えることにより、子どもの不安が高まりやすい時期を検証する。
	（１）全体像

	対象
	小・中・高・支援学校に通学する全児童生徒約67万人
※私立を含む　※大阪市立・堺市立学校を除く

	実施日
	４月～３月の毎週月曜日（51日）※1/4を除く
長期休業にかかる特設日（８日）　　　　　
〔春休み（4/7・8）・ＧＷ（5/6・7）・夏休み（8/31・9/1）・冬休み（1/7・8）〕
※計59日

	受付時間
	17時～21時

	周知方法
	相談対象児童生徒に、アカウント(ＱＲコード)を印刷したカードを配付するとともに、ポスターを各校に配付する。

	（２）相談体制

	[image: image3.emf]相談日時・注意点など

を受け取る

各府立学校

市町村教育委員会

⇒各市町村立学校

私学課

⇒各私立学校

大阪府教育センター

児童生徒に配付

相談をしたい

児童生徒は登録

ＱＲコード入りカード（一人１枚）

ポスター（各校１枚）を配付
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主要事業５
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連絡協議会で情報共有・協議
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